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重 要

定率減税が廃止になりま
す！定率減税が廃止になりま
す！

　定率減税は、平成１１年度に景気対策として導入され、所得税２０％、市県民税１５％の減税をおこなっ
てきました。しかし、経済状況の変化とともに段階的な見直しがされ、平成１８年度は所得税１０％（上限
１２万５千円）、市県民税７．５％（上限２万円）の減税となり、平成１９年度からは廃止となります。

◆夫婦＋子ども２人（１人は特定扶養親族）の場合

給与収入
　　　　税源移譲前　（単位：円）
所得税 住民税 合計

300万円 0 9,000 9,000
500万円 119,000 76,000 195,000
700万円 263,000 196,000 459,000
1,000万円 688,000 442,000 1,130,000

　　　　税源移譲後　（単位：円）
所得税 住民税 合計

0 9,000 9,000
59,500 135,500 195,000
165,500 293,500 459,000
590,500 539,500 1,130,000

負担増減額

０円
０円
０円
０円

※一定の社会保険が控除されているものとして計算。

◆独身者の場合

給与収入
　　　　税源移譲前　（単位：円）
所得税 住民税 合計

300万円 124,000 64,500 188,500
500万円 258,000 163,000 421,000
700万円 474,000 307,000 781,000
1,000万円 966,000 553,000 1,519,000

　　　　税源移譲後　（単位：円）
所得税 住民税 合計
62,000 126,500 188,500
160,500 260,500 421,000
376,500 404,500 781,000
868,500 650,500 1,519,000

負担増減額

０円
０円
０円
０円

　
住
民
税
。
そ
れ
は
、
自
分
が
住

ん
で
い
る
都
道
府
県
や
市
区
町
村

に
納
め
る
地
方
税
。
こ
れ
が
、
国

の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、
平

成
19
年
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方

に
。
税
源
は
国
へ
納
め
る
所
得
税

か
ら
地
方
へ
納
め
る
住
民
税
へ
。

所
得
税
の
税
率
を
引
き
下
げ
、
住

民
税
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と

で
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
と
い

っ
た
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
財
源

を
確
保
し
、
住
民
に
と
っ
て
真
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の
責
任

で
行
え
る
よ
う
に
、
税
源
が
国
か

ら
地
方
へ
移
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
私
た
ち
が
納
め
る
税
金
が
ど

う
変
わ
る
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q
ど
う
変
わ
る
の

A　
住
民
税
の
う
ち
、
所
得
に
応
じ
て
納
め

て
い
た
部
分
の
税
率
が
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
統

一
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
住
民
税
の
う
ち
、
所
得
に
応
じ
て
納

め
る
「
所
得
割
」
の
税
率
は
、
三
段
階
に
分
か
れ
て

お
り
、
所
得
の
多
い
人
ほ
ど
税
率
が
高
く
な
る
構
造

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
平
成
19
年
度
分
か
ら

は
、
所
得
の
多
い
少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
10

％
の
税
率
に
統
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平成18年度分まで
課税所得 標準税率

　　　　　～ 200万円以下
200万円超～ 700万円以下
700万円超～

　5％
10％
13％

⇩

平成19年度分から
課税所得 標準税率

一律
（県民税４％、市民税６％）

10％

Q
税
負
担
は
ど
う
な
る
の

A　
国
か
ら
地
方
へ
税
源
を
移
す
こ
と

で
、
住
民
税
は
増
え
ま
す
が
、
所
得
税

は
減
り
ま
す

　

住
民
税
の
税
率
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
所
得
税
の
税
率
も
見
直
さ
れ
ま
す
。
住
民

税
は
最
低
税
率
が
５
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
最
高
税
率
が
13
％
か
ら
10
％
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
所
得
税
は
最
低
税
率

が
10
％
か
ら
５
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
最
高
税

率
が
37
％
か
ら
40
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
方
へ
納
め
る
住
民
税
は
増
え

ま
す
が
、
国
へ
納
め
る
所
得
税
は
減
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

例えば、課税所得が300万円の場合の税額
200万円までは税率５％　残りの100万円は税率10％
つまり
200万円×５％＋100万円×10％＝20万円

例えば、課税所得が300万円の場合の税額
300万円×10％＝30万円
※実際の税額は、このほかに人的控除の差に応じて
　減額されます。

移譲前
４段階

⇩ ＝

⇩ ＝

＝

所得税

10％
20％

30％
37％

住民税
2％ 3％

3％
8％ 10％5％
10％

13％

移譲後
６段階

所得税

10％
20％

33％
40％

住民税
　　4％（県民税）

10％比例税率
　　6％（市民税）

5％

23％
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　宗道小学校の運動会での障害
物競走 “宗道小ウォーターボー
イズ” の１シーン。水しぶきを
あげながら必死にすべり込んで
きたところを撮りました。

今月の表紙

❷特集　国から地方へ
平成19年度分から個人住民税が
かわります

❺平成18年10月から
国民健康保険と老人保健制度の
一部がかわります

❽お知らせします
下妻市の実質公債費比率

10まちのわだい

14新下妻市の歴史再発見

15博物館収蔵・口頭詩・市民文芸
16河川（砂沼を含む）の水質検査
結果を公表します
消費生活ミニ情報

17健康ちょっと一言
教育委員に柴崎清一さんが任命
されました

18健康カレンダー
19おめでた・おくやみ
編集デスク

20わがやのにんきもの
さわやかリレー

●●

平成19年度分から

個人住民税がかわります
平成19年度分から

個人住民税がかわります

3 2

国から地方へ
三位一体の改革で税源が移されます

平成19年度分から

個人住民税がかわります
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平成18年度分まで

平成19年度分から

特　集



　
今
回
の
改
正
は
、
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
な
か
で
、
国
民
の
安
心
の
基

盤
で
あ
る
„
国
民
皆
保
険
制
度
“
を
維
持
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
で
き
る
制
度
に

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
医
療
給
付
は
年
々
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
医
療

給
付
と
国
民
の
負
担
と
の
均
衡
を
保
つ
改
正
が
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
国
民
健
康
保

険
と
老
人
保
健
制
度
が
一
部
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
改
正
点
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
現
役
並

み
所
得
者
（
老
人
保
健
対
象
者
も
含
む
）

の
自
己
負
担
割
合
を
、
現
役
世
代
の
方
と

同
様
の
３
割
負
担
と
し
ま
す
。

　

同
一
世
帯
に
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
の
70
歳
以
上
の
人
ま
た
は
老
人
保
健

で
医
療
を
受
け
る
人
が
い
る
人
に
あ
た
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
老
人

保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
の
収
入
の
合
計

が
、
２
人
以
上
の
場
合
は
５
２
０
万
円
未

満
、
１
人
の
場
合
は
３
８
３
万
未
満
で
あ

る
と
申
請
し
た
場
合
は
、
„
１
割
“
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
分
申
告
か
ら
「
農
業
経
営
の

お
尋
ね
」
は
な
く
な
り
、
農
業
所
得
は
す

べ
て
収
支
計
算
に
よ
っ
て
申
告
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
収
支
計
算
と
は
農
業
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
等
を
差
し
引
い
て
所

得
を
算
出
す
る
方
法
で
あ
り
、
書
類
の
保

存
と
記
帳
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

何
の
準
備
も
し
な
い
で
収
支
計
算
書
を

作
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ま
ず
出
荷

伝
票
や
振
込
通
知
書
な
ど
の
収
入
金
額
の

わ
か
る
書
類
と
、
納
品
書
・
領
収
書
な
ど

の
支
払
金
額
の
わ
か
る
書
類
を
保
存
し
、

そ
れ
を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
ま
す
。
そ
し
て

１
年
分
を
費
目
ご
と
に
分
類
、
集
計
す
る

こ
と
に
よ
り
、
収
支
計
算
書
を
作
成
し
ま

し
ょ
う
。

　

昨
年
「
農
業
経
営
の
お
尋
ね
」
に
よ
り

申
告
し
た
方
を
対
象
と
し
た
収
支
計
算
説

明
会
を
10
月
下
旬
に
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
の
申
告
は
収
支
計
算
で

農
業
所
得
の
申
告
は
収
支
計
算
で

〜
収
支
計
算
の
準
備
は
進
ん
で
い
ま
す
か
〜
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平成
18年

10月
から

国
民
健
康
保
険
と

老
人
保
健
制
度
の
一
部
が
か
わ
り
ま
す

主
な
改
正
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
現
役
並

み
所
得
（
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
）

の
方
の
自
己
負
担
割
合
が
、
現
行
２
割
か

ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
１

　
　
　
　
　
高
齢
者
の
自
己
負

担
割
合
の
見
直
し

　

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
低
所
得

者
に
配
慮
し
つ
つ
、
総
報
酬
額
（
賞
与
を

含
む
）
に
見
合
っ
た
水
準
に
な
る
よ
う
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
医
療
費
の
自
己
負

担
限
度
額
の
引
き
上
げ

ポ
イ
ン
ト
２

　

介
護
保
険
と
の
負
担
の
均
衡
を
図
る
観

点
か
ら
、
療
養
病
床
に
入
院
（
長
期
に
わ

た
る
療
養
の
入
院
）
す
る
70
歳
以
上
の
高

齢
者
に
つ
い
て
、
食
費
・
居
住
費
が
見
直

さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
高
齢
者
の
食
費
と

居
住
費
負
担
の
見
直
し

ポ
イ
ン
ト
３

　

出
産
育
児
一
時
金
が
現
行
30
万
円
か
ら

35
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
現
金
給
付
（
出
産

育
児
一
時
金
）
の
見
直
し

ポ
イ
ン
ト
４

高
齢
者
で
現
役
並
み
所
得
の
方
の

自
己
負
担
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す

※
現
役
並
み
所
得
者 ⇩

平成１８年９月まで
２割

平成１８年１０月から

３割

　

住
民
税
に
は
均
等
の
額
に
よ
っ
て
納
め

る
「
均
等
割
」
と
そ
の
人
の
所
得
金
額
に

よ
っ
て
納
め
る
「
所
得
割
」
が
あ
り
ま
す
。

通
常
は
、
都
道
府
県
の
税
で
あ
る
都
道
府

県
民
税
と
市
区
町
村
の
税
で
あ
る
市
区
町

村
民
税
を
合
わ
せ
て
「
住
民
税
」
と
呼
び

ま
す
。

　

国
税
で
あ
る
所
得
税
は
１
年
間
の
所
得

に
対
し
て
そ
の
年
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、

住
民
税
の
所
得
割
は
前
年
の
所
得
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
税
の
徴
収
は
、
都
道
府
県
民
税
と

市
区
町
村
民
税
を
合
わ
せ
て
、
市
区
町
村

が
行
っ
て
い
ま
す
。

•

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
者
）
の
場

合
　

１
年
分
を
毎
年
６
月
か
ら
翌
年
の
５
月

ま
で
の
12
か
月
に
分
け
て
、
勤
務
し
て
い

る
会
社
な
ど
が
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
し
て
い
ま
す
。
給
与
明
細

な
ど
で
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

•

年
金
所
得
者
・
事
業
所
得
者
の
場
合

　

市
区
町
村
が
各
個
人
あ
て
に
送
付
す
る

納
付
書
（
普
通
徴
収
）
で
納
め
ま
す
。
下

妻
市
で
は
６
月
、
８
月
、
10
月
翌
年
の
１

月
の
年
４
回
に
分
け
て
納
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
て
安
心
な

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
も
で
き
ま
す
。

納
税
方
法

住
民
税



89

高
額
の
治
療
を
長
期
間
継
続
し
て
行

う
必
要
が
あ
る
疾
病
の
場
合
、
1
か
月

の
自
己
負
担
額
は
１
万
円
ま
で
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
慢
性
腎
不
全
で
人
工

透
析
を
要
す
る
70
歳
未
満
の
上
位
所
得

者
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
限
度
額
が

１
万
円
か
ら
２
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

　

療
養
病
床
に
入
院
す
る
70
歳
以
上
の
高

齢
者
（
長
期
入
院
患
者
）
に
つ
い
て
、
食

費
（
食
材
料
費
・
調
理
コ
ス
ト
相
当
）・

居
住
費
（
高
熱
水
費
相
当
）
の
一
部
を
自

己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

•

食
費
・
居
住
費
は
介
護
保
険
と
同
額
で

す
。

•

入
院
医
療
の
必
要
性
の
高
い
患
者
（
人

工
呼
吸
器
、
中
心
静
脈
栄
養
等
を
要
す

る
患
者
や
脊
髄
損
傷
（
四
肢
麻
痺
が
み

ら
れ
る
状
態
）、
難
病
等
の
患
者
）
に

つ
い
て
は
現
行
ど
お
り
食
費
相
当
の
み

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

平成18年９月まで（日額）
改正前 食　費

現役並み所得者
（課税所得145万円以上） 780円

一　　般 780円

低所得者Ⅱ（住民税　非課税世帯）
630円

（入院４か月目以降の
　月額負担480円）

低所得者Ⅰ（年金受給額　80万円以下等） 300円

低所得者Ⅰ（老齢福祉年金受給者）

⇩
平成18年10月から（日額）

改正後 食費＋居住費
現役並み所得者
（課税所得145万円以上） 1,700円

一　　般 1,700円

低所得者Ⅱ（住民税　非課税世帯） 　970円

低所得者Ⅰ（年金受給額　80万円以下等） 　710円

低所得者Ⅰ（老齢福祉年金受給者） 　300円

　

少
子
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
18
年

10
月
か
ら
「
出
産
育
児
一
時
金
」
が
現
行

30
万
円
か
ら
35
万
円
に
な
り
ま
す
。

改正後 自己負担限度額
外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者
（課税所得145万円以上） 44,400円

80,100円＋
（医療費－267,000円）×１％
（４回目以降は、44,400円）

一　　般 12,000円 44,400円

低所得者
Ⅱ（住民税非課税）

8,000円
24,600円

Ⅰ（住民税非課税で年金
　　収入80万円以下等） 15,000円

　

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が

高
額
に
な
っ
た
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め

ら
れ
る
と
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

分
は
、
高
額
療
養
費
（
医
療
費
）
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
控
除
の
縮
減
及
び
老
年
者
控
除
の
廃
止
に
伴
い
、
新
た
に
現
役
並
み
所
得

者
に
移
行
す
る
70
歳
以
上
の
方
は
、
平
成
18
年
８
月
か
ら
２
年
間
、
自
己
負
担
限
度

額
が
„
一
般
“
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

今回の改正で、自己負担限度額が一部引き上げられます。

70歳未満の方（金額は１か月あたりの限度額）
平成18年９月まで

改正前 自己負担限度額
上位所得者
（基礎控除後の所得670万円以上）

139,800円＋（医療費－466,000円）×１％
（４回目以降は、77,700円）

一　　般 72,300円＋（医療費－241,000円）×１％
（４回目以降は、40,200円）

低所得者
（住民税非課税）

35,400円
（４回目以降は、24,600円）

⇩平成18年10月から
改正後 自己負担限度額

上位所得者
（基礎控除後の所得600万円以上）

150,000円＋（医療費－500,000円）×１％
（４回目以降は、83,400円）

一　　般 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
（４回目以降は、44,400円）

低所得者
（住民税非課税）

35,400円
（４回目以降は、24,600円）

70歳以上の方（老人保健対象者も含む・金額は１か月あたりの限度額）
平成18年９月まで

改正前 自己負担限度額
外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者
（課税所得145万円以上） 40,200円

72,300円＋
（医療費－361,500円）×１％
（４回目以降は、40,200円）

一　　般 12,000円 40,200円

低所得者
Ⅱ（住民税非課税）

8,000円
24,600円

Ⅰ（住民税非課税で年金
　　収入80万円以下等） 15,000円

⇩平成18年10月から

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
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⇩

平成１８年９月３０日まで
１０,０００円

平成１８年１０月１日から

２０,０００円

療
養
病
床
に
入
院
す
る
高
齢
者
の

食
費
・
居
住
費
の
負
担
が

見
直
さ
れ
ま
す

⇩

平成１８年９月まで
３０万円

平成１８年１０月から

３５万円

現
金
給
付
（
出
産
育
児
一
時
金
）

の
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す



　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
下
妻
市
の
実
質

公
債
費
比
率
（
２
０
０
５
年
度
）
が
県
内

ワ
ー
ス
ト
２
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
新
聞
等
で
ご
覧
に
な
り
、
ご
存
知

の
み
な
さ
ん
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
下
妻

市
の
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
、
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
と
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

が
、
心
配
や
疑
問
ま
た
は
不
安
を
感
じ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
、
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

下
妻
市
の
財
政
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の

　

下
妻
市
の
歳
入
状
況
は
、
長
期
に
わ
た

る
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み

や
、
国
庫
補
助
負
担
金
・
地
方
交
付
税
の

大
幅
な
削
減
な
ど
、
国
が
進
め
る
三
位
一

体
の
改
革
の
影
響
に
よ
り
、
市
の
行
財
政

運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
市
税
や
地
方
交
付
税
は
最
も
基
幹
的

な
歳
入
で
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、„
住
ん
で

よ
か
っ
た
“
と
だ
れ
も
が
実
感
で
き
る
事

業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
た
め
に
も
、
安

定
確
保
が
財
政
運
営
の
土
台
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
税
は
13
年
度
の

49
億
７
，
２
０
１
万
円
か
ら
減
少
し
、
平

成
17
年
度
決
算
額
で
は
、
47
億
９
，
４
２

１
万
円
と
な
り
、
１
億
７
，
７
８
０
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方

交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
含
む
）
も
、

平
成
13
年
度
の
52
億
１
，
６
５
３
万
円
か

ら
、
平
成
17
年
度
決
算
で
は
、
44
億
6
，

５
０
５
万
円
ま
で
減
額
さ
れ
て
お
り
、
７

億
５
，
１
４
８
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
国
で
は
、
地
方
交
付

税
の
さ
ら
な
る
抑
制
や
、
国
庫
補
助
負
担

金
の
削
減
を
進
め
る
一
方
で
、
地
方
の
徹

底
的
な
歳
出
削
減
を
前
提
と
し
て
、
税
源

移
譲
額
を
厳
し
く
圧
縮
す
る
も
の
と
思
わ

れ
、
市
の
基
本
的
な
歳
入
構
造
は
、
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
財
源
調
整
な
ど
の
た
め
の
基
金
残

高
（
預
金
残
高
）
も
平
成
13
年
に
は
、
約

31
億
円
あ
っ
た
も
の
が
約
12
億
円
と
大

き
く
取
り
崩
し
枯
渇
状
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。

の
状
況

歳
出
歳
出
の
状
況

　

義
務
的
経
費
（
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
経
費
）
で
あ
る
人
件
費
（
職
員
の

給
与
な
ど
）
は
、
退
職
者
の
不
補
充
等
に

よ
り
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
て
お
り
大
き

な
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
扶
助
費
（
児
童
福
祉
・
老
人

福
祉
・
生
活
保
護
な
ど
の
経
費
）
は
、
国

の
制
度
の
見
直
し
等
に
よ
り
増
加
の
一
途

を
辿
っ
て
お
り
、
平
成
13
年
度
と
比
較
し

ま
す
と
約
38
・８
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
も
年
々

増
加
し
、
平
成
13
年
度
比
で
28
・
６
％
増

財
政
の
硬
直
化

　

使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
般
財
源

か
ら
経
常
的
な
経
費
に
充
て
る
額
を
差
し

引
い
た
額
は
、
投
資
的
経
費
（
建
設
事
業

の
経
費
な
ど
）
補
助
金
・
積
立
金
な
ど
に

　

歳
入
は
、
長
引
く
不
況
に
よ
る
市
税
の

伸
び
悩
み
や
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

る
地
方
交
付
税
等
の
減
に
よ
り
伸
び
ず
、

歳
出
は
、
扶
助
費
や
繰
出
金
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
不
足
財
源
を
基
金
（
預

金
）
で
補
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
基
金

も
底
を
つ
い
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。
ま

た
、
経
常
的
な
経
費
（
毎
年
連
続
し
て
固

定
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
）
に
充
て
る
一

般
財
源
が
増
加
し
、
建
設
事
業
な
ど
投
資

的
経
費
に
充
て
る
一
般
財
源
が
大
き
く
減

額
と
な
っ
て
お
り
、
財
政
の
弾
力
性
は
失

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
打
開
す
る
た
め
、
今
年
10
月
に
財
政

健
全
化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
集
約
し
、
健
全
財
政
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
っ
て

な
ん
だ
ろ
う

の
発
行
が
今
ま
で
の
許
可
制
か
ら
協
議
制

に
移
行
し
、
今
年
度
か
ら
、
財
政
の
健
全

化
を
維
持
す
る
た
め
起
債
制
限
を
判
断
す

る
ひ
と
つ
の
財
政
指
標
が
、
起
債
制
限
比

率
に
変
わ
り
設
定
さ
れ
た
新
た
な
指
標
が

実
質
公
債
比
率
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
算
定

し
て
き
た
数
値
に
、
公
営
企
業
債
（
上
下

水
道
事
業
債
）
へ
の
繰
出
金
や
、
一
部
事

務
組
合
な
ど
に
対
す
る
負
担
金
の
う
ち
公

債
費
（
借
金
の
返
済
額
）
に
係
る
分
や
公

債
費
に
準
ず
る
債
務
負
担
行
為
（
予
定
さ

れ
て
い
る
支
出
）
に
係
る
も
の
が
加
え
ら

れ
、
こ
の
比
率
が
18
％
を
超
え
る
団
体
は
、

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
知

事
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
地
方
債
の
発
行

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
25
％
を
超
え
る

場
合
は
地
方
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

下
妻
市
の
今
回
の
比
率
は
、
19
・
3
％

と
県
内
44
市
町
村
の
う
ち
水
戸
市
に
次
ぐ

２
番
目
に
高
い
比
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
主
な
要
因
は
、
公
営
企
業
債
（
上
下

水
道
事
業
債
）
の
償
還
に
係
る
繰
出
金
や

葬
斎
場
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
市
民
生

活
に
必
要
な
施
設
建
設
に
伴
う
下
妻
地
方

広
域
事
務
組
合
な
ど
へ
の
一
部
事
務
組
合

に
対
す
る
負
担
金
な
ど
が
新
た
に
算
入
さ

れ
、
数
値
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

19
・
3
％
の
比
率
の
内
訳
は
、
普
通
会

計
分
10
・
2
％
（
従
前
の
計
算
方
法
で
算

出
さ
れ
る
数
値
）
公
営
企
業
債
分
2
・
1

％
、
一
部
事
務
組
合
分
6
・
3
％
、
債
務

こ
れ
か
ら
の

市
の
健
全
財
政
対
策
は

歳
入
歳
入
の
状
況

の
状
況

負
担
行
為
分
０
・
７
％
の
割
合
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
と
く
に
、
一
部
事
務
組
合
に

対
す
る
負
担
金
が
新
た
に
算
入
さ
れ
た
こ

と
が
、
比
率
を
高
く
し
た
要
因
で
す
が
、

こ
れ
は
、
市
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
ご

み
処
理
施
設
（
ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
・
き
ぬ
、

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
き
ぬ
）
や
葬
斎
場
（
ヘ

キ
サ
ホ
ー
ル
・
き
ぬ
）
ま
た
は
ほ
っ
と
ラ

ン
ド
・
き
ぬ
な
ど
の
生
活
関
連
施
設
整
備

が
遅
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
５
年

度
か
ら
平
成
13
年
度
に
か
け
て
、
整
備
事

業
年
度
が
集
中
し
、
そ
の
時
に
借
り
入
れ

し
た
地
方
債
の
償
還
額
が
多
額
と
な
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
国
民
健
康
保
険
事

業
へ
の
財
政
支
援
や
下
水
道
事
業
ま
た
介

護
保
険
事
業
へ
の
繰
出
金
の
額
が
市
の
財

政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

弾
力
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
本
市
の
弾
力
的
に
活
用
で
き
る
財

源
は
、
平
成
13
年
度
に
は
約
30
億
円
で
し

た
が
、
平
成
17
年
度
決
算
で
は
、
約
20
億

円
と
な
り
10
億
円
も
少
な
く
、
財
政
の
硬

直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
も
新
聞
等
で
す
で
に

ご
存
知
の
と
お
り
地
方
債
（
市
の
借
金
）
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下妻市の
実質公債費比率

お知らせします
地方債現在高の推移

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

普通会計 15,909,351 15,793,966 15,931,083 15,913,447 15,615,266

特別会計 13,294,735 13,569,425 13,321,258 13,199,868 12,904,894

合　計 29,204,086 29,363,391 29,252,341 29,113,315 28,520,160

会計名
年度

※地方債残高が増加しないよう抑制につとめています。
※特別会計は、上下水道事業会計及び下妻東部第一土地区画整理事業会
　計です。

下妻地方広域事務組合起債償還状況
億円
20

15

10

5

0
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

※下妻市・常総市・八千代町・筑西市の４市町の合計額です。

積立金現在高の推移
億円
40

30

20

10

0

財政調整基金 減債基金
特定目的基金

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

義務的経費の推移
億円
70

60

50

40

30

20

10

0
13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

人件費 扶助費 公債費

市税・地方交付税の推移
億円 市税 地方交付税（臨財債含む）
120
110
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

※
表
・
グ
ラ
フ
は
す
べ
て
旧
下
妻
市
・
旧
千
代
川
村

　

の
合
算
し
た
数
値
で
す
。

弾力的に活用できる
財源の推移億円

140

120

100

80

60

40

20

0
13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

経常経費充当一般財源等
弾力的に活用できる財源

一般財源等



市内でおこなわれた各種行事や地域の話題など…
みなさんからの情報をお待ちしています。

（秘書課 広報広聴係  内線 1212）

まま わわののちち だだ いい

最高齢の塚田まつさん

TOPICSTOWNTOWN

　

９
月
12
日
、下
妻
地
区
交
通
安
全
協
会
・

下
妻
警
察
署
の
共
催
に
よ
り
第
４
回
下
妻

地
区
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
競
技
大
会

が
八
千
代
町
体
育
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
自
転
車
事
故

が
多
発
・
増
加
し
て
い
る
な
か
、
交
通
安

全
へ
の
関
心
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
の
は
、
65
歳
以
上
の
29
名

の
み
な
さ
ん
。
５
〜
７
名
で
チ
ー
ム
を
つ

く
っ
て
競
技
を
し
ま
し
た
。
交
差
点
で
の

と
、
大
き
な
拍
手
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に

響
き
渡
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
盛

大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
高
齢
の
市
内
在
住
１
０
４
歳

の
塚
田
ま
つ
さ
ん
（
黒
駒
）
に
市
か
ら
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
市

内
の
88
歳
到
達
の
１
１
３
名
の
高
齢
者

や
、
１
０
０
歳
以
上
の
11
名
の
長
寿
の
み

な
さ
ん
の
自
宅
や
施
設
を
市
長
自
ら
訪
問

し
、
元
気
な
姿
を
拝
見
し
敬
老
祝
い
品
な

ど
が
手
渡
さ
れ
る
な
ど
、
毎
年
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
生

き
が
い
を
持
ち
、
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と

い
っ
し
ょ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、多
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

正
し
い
手
の
合
図
、
横

断
歩
道
や
踏
切
の
通

過
、
ジ
グ
ザ
グ
走
行
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
走
り

ま
し
た
。

　

な
か
で
も
自
転
車
の

安
全
な
運
転
が
評
価
さ

れ
た
下
妻
東
支
部
チ
ー

ム
が
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
10
月
27

日
に
は
、
地
区
代
表
と

し
て
、
那
珂
市
で
お
こ

な
わ
れ
る
県
大
会
に
出

さまざまなチェックポイントを自転車で真剣にチャレンジ

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う 

大
切
な
命

下
妻
地
区
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
競
技
大
会

ド
ラ
イ
バ
ー
に
„
事
故
ナ
シ（
梨
）“

場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
初
日
に
あ
た
る
9
月
21
日
に

は
、
Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
下
妻
育
苗

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
数
須
）
に
お

い
て
、
関
係
各
団
体
の
参
加
の
も

と
同
運
動
の
出
陣
式
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
式
の
終
了
後
は
、
道

の
駅
し
も
つ
ま
に
移
し
、
下
妻
第

二
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
や
交
通

安
全
母
の
会
の
み
な
さ
ん
が
ド
ラ

イ
バ
ー
に
„
事
故
ナ
シ（
梨
）“
を

手
渡
し
な
が
ら
高
齢
者
の
事
故
防

　

９
月
17
日
、
合
併
後
初
の
敬
老
福
祉

大
会
が
市
立
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
市

内
の
各
方
面
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
集
ま

り
、
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
37
回
を
迎
え
、

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
９

月
18
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
日
ご

ろ
親
し
ん
で
い
る
歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露

し
、
鑑
賞
し
合
い
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
に

楽
し
み
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め
よ
う
と
毎

年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
持
ち

歌
や
踊
り
な
ど
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
す
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う

下
妻
市
更
正
保
護
女
性
会
千
代
川
支
部

事故ナシ（梨）が手渡される

止
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
、
飲
酒
運
転

の
追
放
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
に
配
ら
れ
た
こ
の
梨
は
、
Ｊ
Ａ
常
総

ひ
か
り
下
妻
梨
共
同
選
果
場
の
ご
協
力
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
交

通
事
故
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
17
年
中
の
交
通
事
故
に
よ
る
県
内
の

高
齢
者
の
死
者
数
は
１
３
０
人
で
、
交
通

事
故
死
者
数
全
体
の
46
・
7
パ
ー
セ
ン
ト

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
特
に
、
交
通
量
が
増

え
、
陽
が
落
ち
て
お
互
い
が
見
え
に
く
く

な
る
夕
暮
れ
時
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
交
通
安
全
を
手
助
け
す

る
た
め
に
„
反
射
タ
ス
キ
“
や
高
齢
者
運

転
標
識
„
も
み
じ
マ
ー
ク
“
を
市
民
安
全

課
に
お
い
て
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

盛
大
に
敬
老
を
祝
う

合
併
後
初
の
敬
老
福
祉
大
会

　

９
月
28
日
、 

„
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
“
と
題
し
て
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
や
お
か
あ
さ
ん
た
ち
45
名

が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

と
の
交
流
会
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
„
シ
ル
ピ

ア
“
で
、
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
更
生
保
護
女
性
会
の

み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
年
々
核
家
族

の
世
帯
が
増
え
る
な
か
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
か
か
わ
り
方
な
ど

を
、
歌
や
ゲ
ー
ム
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み

な
が
ら
、
学
ん
で
欲
し
い
と
毎
年
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
会
員
に

よ
る
文
化
箏こ
と

の
演
奏
と
い
っ
し
ょ
に
歌
を

う
た
い
な
が
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
後
ろ
に

回
り
、
小
さ
な
手
で
肩
を

”ト
ン
・
ト
ン
“
と
叩
く

と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
、
ニ

コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、
気
持

ち
良
さ
そ
う
に
目
を
細
め

て
い
ま
し
た
。

　

”家
に
は
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
な
い
の
で
、
最
初
は
不

思
議
そ
う
に
見
て
い
ま
し

参加されたみなさんといっしょに歌やゲームを楽しむ

た
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
く
る
と
、
温
か

い
手
の
ぬ
く
も
り
が
子
ど
も
に
伝
わ
り
、

ま
た
、
同
じ
年
頃
の
子
ど
も
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
遊
ん
で
い
た
だ
き
、
と
て
も
有
意

義
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

元
気
で
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
欲
し
い
で
す

ね
“
と
参
加
さ
れ
た
お
か
あ
さ
ん
。

　

こ
の
下
妻
市
更
生
保
護
女
性
会
は
、
26

名
の
会
員
で
堀
口
日
出
子
さ
ん（
本
宗
道
）

が
中
心
と
な
り
、
母
の
立
場
か
ら
非
行
に

陥
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
助
け
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る

団
体
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

歌に聞き入る参加者のみなさん

友だちといっしょに踊りを披露

●●11 10広報しもつま 2006.10 広報しもつま 2006.10
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稲刈りは大変なんだね

　

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
（
長
塚
）
の
ホ
タ
ル
の

里
で
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
下
妻
第
１
団
の
子
ど
も
た
ち

と
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
研
究
会
の
合
同
に
よ
る
稲
刈
り

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
５
月
に
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
、
小
さ
な
苗
を
田
ん
ぼ
一
面
に
植
え
、
そ
の

苗
も
日
差
し
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
な
が
ら
す
く
す
く
育

ち
、
穂
先
に
た
く
さ
ん
の
実
を
付
け
、
豊
作
の
秋
と
な

っ
た
９
月
24
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
や
団
員
な
ど
65
名

の
み
な
さ
ん
が
稲
刈
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
乾
燥
機
な
ど
の
機
械

化
が
進
む
な
か
、
日
本
古
来
の
稲
作
農
業
に
つ
い
て
の

関
心
を
深
め
、生
産
の
意
義
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、

今
年
初
め
て
の
試
み
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
に
鎌
の
扱

い
方
や
、
稲
を
乾
燥
さ
せ
る

た
め
の
稲
の
束
づ
く
り
な
ど

実
践
を
交
え
て
の
説
明
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
、
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
作
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

広
場
で
、
ゲ
ー
ム
や
紙
ヒ
コ
ー
キ
飛
ば

し
な
ど
を
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
お
こ
な

い
、
団
員
た
ち
は
、
す
っ
か
り
意
気
投
合

し
、
み
ん
な
仲
良
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
3
月
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

元
気
い
っ
ぱ
い
の
運
動
会

市
内
の
各
小
学
校
で

　

市
内
の
各
小
学
校
で
は
、
９
月
16
日
・

17
日
に
運
動
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
13
号
の
影
響
で
、
天
候
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
朝
か
ら
快
晴
と
な
り
、
秋

空
の
下
、
朝
か
ら
と
て
も
蒸
し
暑
く
、
今

ま
で
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
児
童
た
ち

は
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
競
技
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

両
手
で
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
弁

当
や
飲
み
物
な
ど
を
持
参
し
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
持
ち
な
が
ら

定
位
置
を
確
保
し
て
、
応
援
に
撮
影
に
大

子
ど
も
た
ち
が
稲
刈
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま　
ホ
タ
ル
の
里

忙
し
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
小
学
校
１
年
生
や
６
年
生
の
親

子
で
の
競
技
も
あ
り
、
み
ん
な
の
笑
顔
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
孫
た
ち
が
登
場
す

る
と
、
目
を
細
め
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
大

き
な
声
援
を
送
り
、
地
区
対
抗
リ
レ
ー
で

は
自
分
の
地
区
へ
の
応
援
に
声
を
張
り
上

げ
て
、
全
員
が
一
体
と
な
っ
て
の
運
動
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
今
ま
で

以
上
に
家
族
や
友
だ
ち
、
近
所
の
人
た
ち

と
の
絆
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

どこまで飛んでくれるかな？

青
龍
楽
校
少
年
団
開
校
式

郷
土
愛
を
育
み
ま
す　
自
然
体
験
や
学
習
な
ど
を
と
お
し
て

　

９
月
30
日
、
鬼
怒
川
水
辺
の
楽
校　

原

っ
ぱ
広
場
で
、
青
龍
楽
校
少
年
団
開
校
式

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
青
龍
楽
校
少
年
団
は
、
鬼
怒
川
で

の
自
然
体
験
・
学
習
を
と
お
し
て
、
川
や

自
然
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
学
び
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
と
の
関
係
や
郷
土
愛

を
誇
り
と
し
て
、
守
り
育
て
て
い
く
こ
と

を
活
動
目
的
と
す
る
少
年
団
で
、
青
龍
楽

校
利
活
用
委
員
会
が
市
内
の
小
学
生
に
呼

び
か
け
設
立
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
参
加
し
た
52
名
（
申
込
団
員
数
65

名
）
の
少
年
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、
青
龍

楽
校
少
年
団
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
原
っ
ぱ
広
場
の
清
掃
作
業
を
全

員
で
お
こ
な
い
、
き
れ
い
に
な
っ
た

を
体
験
し
、
川
や
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
良

く
す
る
た
め
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

立派な稲穂だね

水しぶきの中でウェイクボード

　

秋
晴
れ
の
９
月
24
日
、
砂
沼
広
域
公

園
（
観
桜
苑
・
砂
沼
湖
面
）
に
お
い
て
、

IW
BA

（
茨
城
県
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
協
会
）

技
を
競
う
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド

砂
沼
広
域
公
園

主
催
に
よ
り
、
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
競
技

国
体
プ
レ
大
会
（IW

BA Cham
pions 

Cup 2006
）
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
と
は
、
水
上
ス
キ
ー

と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
合
体
し
た
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
で
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
水
上
を

走
っ
た
あ
と
に
で
き
る
引
き
波
（
ウ
ェ
イ

ク
）
を
利
用
し
、
ジ
ャ
ン
プ
や
回
転
な
ど

の
技
の
難
易
度
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

会
場
は
、
県
内
の
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
を

愛
好
す
る
み
な
さ
ん
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
３
つ
の
ク
ラ
ス

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
レ
ベ
ル
に
あ

っ
た
ク
ラ
ス
の
中
で
競
技
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
砂
沼
の
波
に
乗

り
、
す
ば
ら
し
い
技
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。日頃の練習を発揮することができました

千
代
川
道
場
、
松
崎
真
衣
さ
ん
︵
東
部
中
２
年
︶
が
優
勝

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

７
月
23
日
に
、
水
戸
市
の
茨
城
県
武
道

館
に
お
い
て
、
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ

ー
ツ
大
会
（
柔
道
の
部
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
部
門
で
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
、
中
学
生
の
部
２
年
女
子
重
量

級
で
、
松
崎
真
衣
さ
ん
（
東
部
中
）
が
優

勝
、
加
藤
木
萌
子
さ
ん
（
千
代
川
中
）
が

２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子
１

年
軽
量
級
の
部
で
山
下
雄
大
さ
ん
（
千
代

川
中
）が
第
２
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

⬅

やった！１番だ（大宝小）

きれいに完成しました（宗道小）
手を大きく上げて（大宝小）

ソーラン！ソーラン！（騰波ノ江小）

水の中でツル
ン（宗道小）

早く持って行かなくちゃ（騰波ノ江小）
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何
事
も
な
く
日
の
暮
れ
て
庭
先
の
白
き
木む

く

槿げ

に
雨
は
降
り
つ
ぐ

伊
東　

豊
乃
（
加　

養
）

果
実
酒
の
色
ふ
か
み
ゆ
く
夜
の
秋

小
夜
更
け
し
祭
囃
子
の
遠
さ
か
な

老
二
人
は
げ
ま
し
合
へ
る
残
暑
か
な

小
竹　

善
文
（
五　

箇
）

平
田　

一
元
（
下
妻
丁
）

渡
辺　

恵
美
（
下
妻
丁
）

ゆ
る
や
か
に
湯
呑
み
に
開
く
さ
く
ら
茶
を
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
眺
め

ゐ
る
朝

い
く
た
び
も
電
話
に
孫
の
名
を
語
る
友
の
幸
せ
わ
れ
も
う
れ
し
む

金
柑
の
根
元
に
群
れ
生お

ふ
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
紫
の
花
に
虻あ
ぶ

の
入
り
ゆ

く誕
生
日
覚
え
て
く
れ
し
最
愛
の
友
の
絵
手
紙
山
百
合
匂
ふ

八
月
の
台
風
一
過
そ
の
夜よ

半は

に
吾
が
庭
照
ら
す
十
六
夜
の
月

車
椅
子
な
ら
べ
て
集
ふ
丸
き
顔
青
葉
の
風
は
楚
々
と
吹
き
ゆ
く

浅
野　

悦
子
（
鎌　

庭
）

稲
葉　

節
子
（
加　

養
）

百
合
の
花
黄
色
桃
色
鮮
や
か
に
梅
雨
空
の
も
と
か
す
か
に
香
り
て

小
倉　

房
子
（
宗　

道
）

飯
村
八
重
子
（
半　

谷
）

横
倉　

愛
子
（
小　

島
）

谷
田
部
く
ら
（
赤　

須
）

磯
山　

と
き
（
大　

木
）

歌
思
い
あ
ぐ
ね
る
吾
と
野
球
見
る
夫
と
無
言
の
夏
の
夜
を
居
る

飯
泉　

淑
子
（　

原　

）

　

縄
文
時
代
の
食
料
獲
得
は
、
自

然
の
恵
み
に
全
面
的
に
依
存
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
自
然

現
象
や
生
命
の
誕
生
、
家
族
の
死

な
ど
は
、
縄
文
人
の
理
解
を
超
え

た
現
象
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
自

然
に
対
す
る
原
始
的
な
信
仰
と
し

て
様
々
な
形
で
祭さ
い

祀し

が
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
祭
祀
具
が
発
見
さ
れ
た

例
を
挙
げ
れ
ば
、
若
柳
の
弥や

平へ
い

太た

遺
跡
出
土
の
土ど

偶ぐ
う

・
土ど

版ば
ん

・
石せ
き

棒ぼ
う

は
、「
市
史
」
や
「
博
物
館
図
録
」

に
も
紹
介
さ
れ
た
優
品
で
、
弥
平

太
ム
ラ
で
の
祭
祀
を
物
語
る
貴
重

な
資
料
で
す
。

　

村
岡
の
本ほ
ん

田で
ん

屋や

敷し
き

、
仲な
か

道み
ち

遺

跡
か
ら
は
、
多
数
の
石
棒
が
出
土

し
、
仲
道
遺
跡
の
石
棒
は
一
部
が

焼
け
、
焼
け
土
を
伴
う
土ど

坑こ
う

か
ら

出
土
し
ま
し
た
。
お
祭
り
の
際
に

火
を
焚
い
て
い
た
こ
と
が
推
察
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
皆み
な

葉ば

の
皆
葉
遺
跡
出
土

の
舟ふ
な

形が
た

土ど

製せ
い

品ひ
ん

も
、
特
殊
な
場
で

用
い
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

下
妻
市
域
か
ら
は
多
数
の
縄
文

遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
と

く
に
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の

遺
跡
が
多
く
、
大
規
模
な
集
落
が

展
開
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
晩ば
ん

期き

に
は
集
落

遺
跡
が
激
減
し
、
数
遺
跡
の
み
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
弥
生
時
代
に

入
る
と
、
人
々
が
生
活
し
た
痕
跡

は
皆
無
に
近
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

縄
文
時
代
晩
期
の
遺
跡
と
し
て

は
本
田
屋
敷
や
皆
葉
遺
跡
な
ど
数

遺
跡
か
ら
縄
文
晩
期
の
土
器
片
が

数
十
点
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
弥
生
時
代
初
頭
の
資
料

と
し
て
は
小
貝
川
川か
わ

底ぞ
こ

遺
跡
か
ら

発
見
さ
れ
た
浅あ
さ

鉢ば
ち

形が
た

土ど

器き

の
破
片

が
唯
一
の
資
料
で
、
弥
生
土
器
と

は
い
う
も
の
の
、
東
北
地
方
の
縄

文
土
器
の
影
響
を
色
濃
く
残
す
資

料
で
す
。

　

弥
生
時
代
の
年
代
は
、
一
般
的

に
紀
元
前
三
〇
〇
年
か
ら
紀
元
三

〇
〇
年
ま
で
で
、
こ
の
六
〇
〇
年

間
を
前
期
・
中
期
・
後
期
の
３
期

に
区
分
し
ま
す
。

　

さ
て
、
下
妻
市
域
に
弥
生
時
代

の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
中
期
末ま
つ

葉よ
う

を
待
た
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
小
島
の
溜た
め

井い

遺
跡

か
ら
は
十
点
余
り
の
弥
生
土
器
片

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
遺
跡
数

が
増
加
す
る
の
は
後
期
に
入
っ
て

か
ら
で
す
が
、
そ
れ
で
も
市
内
全

域
で
十
数
遺
跡
を
数
え
る
の
み
で
、

採さ
い

取し
ゅ

さ
れ
た
弥
生
土
器
も
少
な
く
、 　

茨
城
県
を
含
む
北
関
東
の
弥

生
土
器
に
は
縄な
わ

目め

が
つ
い
て
い
ま

す
。
市
内
で
発
見
さ
れ
て
い
る
弥

生
時
代
後
期
の
破
片
に
も
縄
文
が

つ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
煮
炊
き

用
の
甕か
め

、
貯
蔵
用
の
壺つ
ぼ

、
供く

物も
つ

を

の
せ
る
高た
か

坏つ
き

な
ど
が
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
農
耕
社
会
を
反
映
し

た
器き

種し
ゅ

組そ

成せ
い

と
な
り
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
文
化
係
）

Series

Vol.
10

三
道
地
模
型

　

本
資
料
は
、「
天
狗
党
下
妻
夜
襲
絵
図
（
つ
く

ば
市
教
育
委
員
会
蔵
）」
や
聞
き
取
り
調
査
の
成

果
を
も
と
に
、
１
０
０
分
の
1
の
ス
ケ
ー
ル
で
江

戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
三
道
地
（
下

妻
丁
）
の
姿
を
再
現
（
推
定
）
し
た
模
型
で
す
。

　

三
道
地
は
、
天
正
19
年
（
１
５
９
１
）
に
は
そ

の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
明
治
時
代
に

は
下
妻
町
役
場
や
下
妻
警
察
署
が
置
か
れ
、
下
妻

町
の
官
庁
街
を
形
成
し
ま
し
た
。
大
正
期
に
撮
影

さ
れ
た
写
真
に
も
軒
を
連
ね
る
商
店
の
様
子
が
見

て
と
れ
ま
す
。
そ
の
後
時
代
は
、
昭
和
、
平
成
と

変
わ
り
ま
す
が
、
現
在
ま
で
連
綿
と
賑
わ
い
を
み

せ
る
下
妻
有
数
の
商
業
地
で
す
。

　

模
型
で
は
、
江
戸
時
代
、
三
道
地
町
年
寄
善
右

衛
門
の
屋
敷
や
現
在
は
別
の
場
所
に
移
っ
て
し
ま

っ
た
神
社
な
ど
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
本

資
料
を
展
示
ケ
ー
ス
越
し
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
あ

た
か
も
御
自
身
が
１
０
０
年
以
上
前
の
三
道
地

ふ
る
さ
と
博
物
館
収
蔵
資
料
紹
介
41

子どもの純粋な
心のつぶやき

詩頭口口 頭 詩
お
つ
き
さ
ま
に
う
さ
ぎ
さ
ん

い
る
ん
だ
よ
ね

あ
か
る
い
と
き
は
う
さ
ぎ
さ
ん

ど
こ
に
い
っ
て
ん
だ
ろ
ね

お
ひ
さ
ま
の
と
こ
に

お
か
い
も
の
に
い
っ
て
ん
だ
ね

き
っ
と

【
解
説
】
保
育
園
の
お
迎
え
の
帰
り
に
、
マ

マ
の
車
の
中
か
ら
お
月
さ
ま
を
見
上
げ
て

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
月
さ
ま
は
夜
し
か
出
て
こ
な
い
か
ら
明

る
い
時
は
う
さ
ぎ
さ
ん
見
え
な
い
か
も
ね
。

と
話
し
た
ら
、
こ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
ま
し

た
。　
　
　
　
　
採
集　
母　
生
井　
啓け
い
子こ

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド

く
さ
ぶ
え
28
集
よ
り

 

生な
ま

井い 
 

蓮れ
ん

４
歳
10
か
月
︵
も
み
の
木
保
育
園
︶

お
つ
き
さ
ま

を
歩
い
て
い
る
感

覚
に
な
る
は
ず
で

す
。
身
近
な
博
物

館
で
、
江
戸
末
期

か
ら
明
治
初
期
へ

の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
を
体
感
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

大
規
模
な
集
落
遺

跡
が
存
在
し
て
い

た
可
能
性
は
低
い

よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
市

内
の
弥
生
時
代
遺

跡
数
の
傾
向
は
、

茨
城
県
西
部
に

お
け
る
傾
向
と
同

様
で
す
。
こ
の
地

に
人
々
の
暮
ら
し

が
活
発
化
す
る
の

は
、
古
墳
時
代
に

入
っ
て
か
ら
の
こ

と
な
の
で
す
。

市内出土の弥生土器（1.前期初頭　2.3,後期）

弥平太遺跡出土の石棒

●●

芸

民

市

文

俳 

句

短 

歌

15 14広報しもつま 2006.10 広報しもつま 2006.10

新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見

新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見

縄
文
時
代
の
精
神
生
活

縄
文
か
ら
弥
生
へ

弥
生
時
代
の
集
落

縄
目
の
つ
い
た
弥
生
土
器
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くらしの広場

ミ
ニ

消

生

情

費

活

報

相
談
室
の
窓
か
ら

相
談
室
の
窓
か
ら

相
談
室
の
窓
か
ら

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
担
当

し
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
で
、

新
聞
の
購
読
契
約
を
し
て
い
な
い
の
に
勝
手

に
配
達
さ
れ
困
っ
て
い
ま
す
。
契
約
書
を
確

認
す
る
と
１
年
前
の
日
付
で
本
人
の
筆
跡
で

は
な
く
押
印
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
に
代
わ

り
、「
新
聞
を
配
達
し
な
い
よ
う
に
」
と
伝

え
る
と
、「
サ
ー
ビ
ス
品
を
渡
し
て
あ
る
の

で
、配
達
を
止
め
な
い
」
と
の
対
応
で
し
た
。

本
人
は
、「
サ
ー
ビ
ス
品
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
に
か
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
か
。

相
談
事
例

約
書
は
そ
の
証
拠
に
な
り
ま
す
。
自
筆
の

署
名
が
な
け
れ
ば
、
契
約
が
両
者
の
合
意

に
基
い
て
締
結
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
で

す
。
自
筆
の
契
約
書
が
あ
れ
ば
合
意
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
契
約
書
に
署
名

す
る
と
き
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

　

セ
ン
タ
ー
か
ら
販
売
店
に
事
情
を
説
明

し
ま
し
た
。
店
側
は
、「
購
読
契
約
を
し

て
い
る
」
と
主
張
し
た
が
、
翌
日
か
ら
配

達
は
止
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く

様
子
を
見
た
が
配
達
を
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。相
談
者
を
通
し
て「
配

達
さ
れ
た
新
聞
の
代
金
は
支
払
わ
な
い
よ

う
に
」
と
本
人
に
伝
え
ま
し
た
。

相
談
結
果

○
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

　

早
期
乳
が
ん
の
発
見
に
威
力
を
発
揮
す

る
乳
房
専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
乳
房
を

挟
み
な
が
ら
圧
迫
し
て
撮
影
し
ま
す
。

ち
い
さ
な
し
こ
り
や
し
こ
り
に
な
る
前

の
ご
く
小
さ
な
乳
が
ん
を
発
見
し
ま

す
。

○
超
音
波
検
査

　

若
い
人
の
判
断
に
役
立
つ
超
音
波
検
査

は
、
乳
房
に
超
音
波
を
あ
て
て
病
巣
を

発
見
し
ま
す
。
乳
腺
の
発
達
し
て
い
る

若
い
人
に
向
い
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
日
本
で
40
〜
50
歳
代
の
若

い
世
代
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
乳
房

に
あ
る
乳
腺
に
発
生
す
る
悪
性
腫
瘍
で
す

が
、
近
年
は
欧
米
に
限
ら
ず
、
日
本
で
も

増
え
て
い
ま
す
。
30
人
に
1
人
以
上
が
か

か
る
病
気
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

唯
一
自
己
検
診
で
き
る
が
ん
で
、
ご
く
早

期
に
発
見
で
き
れ
ば
生
存
率
は
95
％
と
高

率
で
す
。
そ
の
た
め
、
定
期
的
な
検
診
と

毎
月
の
自
己
検
診
が
大
切
で
す
。

①
み
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　

鏡
の
前
で
腕
を
高
く
上
げ
、
ひ
き
つ

れ
や
、
乳
房
や
乳
頭
の
左
右
差
が
な
い
か

み
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乳
頭
を
つ
ま

ん
で
分
泌
物
が
出
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

②
触
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　

指
で
つ
ま
ま
ず
、
指
の
腹
を
小
さ
く
動

か
し
て
、
わ
き
の
下
か
ら
乳
房
全
体
、
乳

頭
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た
り
滑
ら
せ
ま

す
。
そ
し
て
、
し
こ
り
は
な
い
か
、
わ
き

の
下
に
ぐ
り
ぐ
り
し
た
物
が
な
い
か
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

自
己
検
診
に
て
何
か
異
常
を
感
じ
た

ら
、
乳
腺
専
門
外
来
ま
た
は
外
科
系
の
医

療
機
関
に
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
検
診
の
内
容
】

　

毎
月
1
回
、
自
分
で
見
た
り
、
触
っ
た

り
し
て
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

ょ
う
。
生
理
が
終
わ
っ
て
か
ら
1
週
間
後

ぐ
ら
い
に
、
閉
経
後
の
方
は
毎
月
、
日
に

ち
を
決
め
て
行
い
ま
し
ょ
う
。　

【
自
己
検
診
を
や
っ
て
み
よ
う
】

※
た
だ
い
ま
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
乳
が

ん
の
集
団
検
診
の
申
込
み
を
受
付
け
て
い

ま
す
。
対
象
年
齢
や
日
程
、
内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
「
下
妻
市
保
健
セ
ン
タ
ー
予
定

表
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
乳
が
ん
の
集
団
検
診
と
は
別
に
乳
が

ん
・
子
宮
が
ん
の
医
療
機
関
検
診
も
あ
り

ま
す
。
集
団
検
診
が
今
回
対
象
で
な
か
っ

た
方
、
日
程
等
が
合
わ
な
か
っ
た
方
は
こ

ち
ら
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
日
々
忙
し
く
、
ま
た
家
族
の
健
康
に
気

遣
う
お
母
さ
ん
。
自
分
の
こ
と
も
お
大
事

に
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
…

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
筑
西
分
室

　
☎
24
・
２
２
１
１　
内
線
２
１
８

・
商
工
観
光
課　
商
工
係（
千
代
川
庁
舎
）

　
☎
43
・
２
１
１
１

教
育
委
員
に
柴
崎
清
一
さ
ん

が
任
命
さ
れ
ま
し
た

　

第
３
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
柴

崎
清
一
さ
ん
（
柳
原
）
が
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
（
新
任
）
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
、
平
成
18
年
10
月
２
日
か
ら
平
成
22
年

10
月
１
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

柴
崎
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
青
少
年

相
談
員
や
社
会
教
育
委
員
を
歴
任
さ
れ
、

豊
富
な
経
験
と
識
見
で
、
下
妻
市
の
教
育

の
振
興
、
文
化
の
向
上
の
た
め
に
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■糸繰川
大神橋
（神明）

宝　橋
（平沼）

平　橋
（平沼）

昭和橋
（田町）

江尻橋
（堀篭）

寿久橋
（比毛）

P      H 6.5 ～ 8.5 7.5 7.6 7.5 7.5 7.5 7.6
B  O  D 　5 以下 0.8 1.7 1.3 1.9 1.6 1.8
S S ５０以下 17　 18　 18　 19　 22　 16　

検査項目
採取場所

［採取日］8月3日

環 基境 準

駒城橋
（尻手）

長塚橋 大形橋
（鎌庭）

P     H 6.5～8.5   7.6   7.5   7.5
B O D 　2以下   1.0 1.2   1.1
S S ２５以下 13　 11　 10　
Ｄ Ｏ 7.5以上 7.5 7.2 6.6

検査項目

採取場所
［採取日］8月24日■鬼怒川

環
基境 準

小貝橋
（貝越）

祝　橋
（比毛）

豊原橋
（柳原）

愛国橋
（大園木）

P     H 6.5～8.5   7.4   7.4   7.4 7.4
B O D 　2以下   1.0 0.9   1.0 1.0
S S ２５以下 23　 22　 20　 22　
Ｄ Ｏ 7.5以上 7.6 7.3 7.2 6.8

検査項目

採取場所
［採取日］8月24日■小貝川

環
基境 準

越戸の
流入口

長塚水門
の流出口

P     H 6.5～8.5   7.8   9.4
B O D 　5以下   1.1 2.8
S S 50以下 15　 15　
Ｄ Ｏ 　2以上 8.7 11.5

検査項目

採取場所
［採取日］8月24日■砂沼

環
基境 準

※単位はＰＨ以外はmg/ℓ（１ｍｇは１００万分
　の 1ℓ）
※小貝川、鬼怒川と糸繰川は茨城県告示において、
　利水目的により異なる基準が設定されています。
※砂沼は環境基準が無いため、河川の利用目的が農
　業用水分の基準を適用しました。

環境基準　人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ま
しい基準として、国が定めたもので基準値は行政上の目標。
ＰＨ（水素イオン濃度）０から１４までの数値で示され、７が中性、数値が小
さくなるほど酸性が強く、反対に大きくなるとアルカリ性が強いものとなる。
ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）水中の有機物が微生物により、分解されると
きに消費される酸素の量で、数値が大きいと汚濁が進んでいることを示す。
ＳＳ（浮遊物質量）粒径2ｍｍ以下の水に溶けない懸濁性の物質を指し、水
の濁りの原因となる。
ＤＯ（溶存酸素量）水中に溶け込んでいる酸素の量のことで、数値が大きいほ
ど魚介類のためにも、水質が良いことになる。

用語解説

　

契
約
は
口
頭
で
も
成
立
し
ま
す
が
、
契

　市では生活環境を守るため毎年、年間計画により河川水、事業所排水、下水路排水等の水質検査を毎月実
施しています。今回、水質の汚濁状況を把握するため、小貝川、鬼怒川、糸繰川、砂沼の水質検査をした結
果を公表します。結果は、小貝川と鬼怒川においてＤＯ が環境基準を満たさない場所がありました。また、
砂沼のＰＨが環境基準をやや超えていましたが、夏場でもあり水中の藻の影響が考えられます。

●●

河川（砂沼を含む）の
水質検査結果を公表します
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乳がん検診を受けましょう

河川（砂沼を含む）の
水質検査結果を公表します
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テレフォンサービス

火災・災害のとき
市役所などの行事・催し物

☎44-3111

☎43-4000

９月の交通事故９月の交通事故

（　）内は前年

発生件数 24（20） 266（294） 

死　　亡

負　　傷 30（27） 371（384） 

1（  0） 2（    3） 

－累計－

　

９
月
号
で
紹
介
し
た
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
（
愛
称
・
法
テ
ラ
ス
）
の
下
妻
地
域
事
務

所
が
、
今
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

法
テ
ラ
ス
は
、
法
律
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
た
時
、
適
切
な
情
報
を
提
供
し
、
解
決
の

た
め
の
道
案
内
を
し
て
く
れ
ま
す
。„
ど
ん
な

方
法
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
“„
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
“
と
き
に
は
、
ま

ず
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
０お
７な
８や

３み
７な
４し
に
電
話
を
…
、
そ
し
て
、
下
妻
地
域
事

務
所
で
お
こ
な
う
民
事
法
律
扶
助
や
国
選
弁
護

関
連
の
こ
と
だ
っ
た
ら
、
☎
０
５
０

・

３
３
８

３

・

５
３
９
３
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

法
テ
ラ
ス
で
は
、
こ
れ
ま
で
裁
判
所
で
お
こ

な
っ
て
き
た
国
選
弁
護
の
仕
事
を
担
当
す
る
の

で
、
２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
る
裁
判
員
制
度
と

の
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。（
寿
）

　

朝
・
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

風
邪
な
ど
を
ひ
い
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

さ
て
、
秋
本
番
が
到
来
し
ま
し
た
ね
。
待
ち

か
ね
た
実
り
の
秋
、
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い

季
節
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
は
、
も
う
新
米
を
賞

味
し
ま
し
た
か
。
新
米
で
、
混
ぜ
ご
飯
な
ど
も

お
い
し
い
で
す
よ
ね
。
私
た
ち
の
食
生
活
は
、

年
々
お
米
を
食
べ
る
量
が
減
っ
て
、
肉
な
ど
の

畜
産
物
や
油
脂
類
な
ど
を
摂
る
量
が
増
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
お
米
は
、
ど
ん
な
お
か
ず
に

も
合
う
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
メ
ニ
ュ
ー

が
で
き
ま
す
。
肥
満
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
ア

メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
日
本
型
の
食
生

活
が
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
豊
富
な
食

材
が
出
回
る
こ
の
時
季
に
、
食
生
活
を
見
直
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。（
富
）

10月の納税
納期限：10月31日

市・県民税（第3期） 10月31日
［税目］ ［口座引落日］

下妻市の人口・世帯下妻市の人口・世帯
-10月１日現在-

人　口　46,180 人
　男　　23,025 人
　女　　23,155 人
世帯数　14,855 世帯

介護保険料（第4期） 10月31日

（　）は前月比

国民健康保険税（第4期）10月31日

（－30） 
（－27） 
（－　3） 
（－　4） 
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☎44-3957
☎44-2792
☎43-5100
☎44-2438
☎43-7773
☎44-0088

浅田医院
古橋医院
平間病院
中岫産婦人科医院
渡辺クリニック
鯨井内科

休日在宅当番医　午前9時30分～午後4時在

保健センター保
千 千代川保健センター 休日・夜間に診てくれる医療機関を探します

www11.ocn.ne.jp/̃syoubou/index.html

www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/kodomobook.pdf

小児救急パンフレット
『子どもの救急ってどんなとき？』

お子さんが急な病気で心配なとき、ご相談ください
局番なしの　＃８０００
プッシュ回線でない固定電話、携帯電話、公衆電話からは ☎029-254-9900

茨城子ども緊急電話相談

相談日時：月～金曜日  午後6時30分～午後10時30分
※土・日・祝日および年末年始はのぞく

小児救急輪番・病院群輪番
茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部

インターネット  ⇨  www.qq.pref.ibaraki.jp
携　帯　　  ⇨  www.qq.pref.ibaraki.jp/kt
電　話　　  ⇨  029-241-4199

茨城県救急医療情報システム

西南医療…茨城西南医療センター病院（境町2190）
　　　　　☎0280-87-8111
友愛記念…友愛記念病院（古河市東牛谷707）
　　　　　☎0280-97-3000

小児救急当番医
　月火木土曜：午後6時～翌朝8時
　日曜・祝祭日：午前8時～午後6時

小

土日・祝祭日（1月1日を除く）午後7時から翌朝7時
夜間応急診療所（保健センター内）☎ 43-1990

平
間　

榮
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沢
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橋

引
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ま
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下
木
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庄
作　
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静　
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塚

深
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盛
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下
木
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松
尾
ア
キ
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田
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貞
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男　
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小
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木

飯
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よ
し　
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田
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駒

広
瀬
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男　

正　

典　

若
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乙

飯
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奈な

津つ　

女　

好　

和　

大　

串

瀬
戸
山
莉り

羽わ　

女　

和　

幸　

北
大
宝

中
山　

聖せ

渚な　

女　

有　

裕　

堀　

篭

角
田　

大だ
い

也や　

男　

秀　

喜　

下
妻
丁

清
水　

琥こ

珀は
く　

男　
　

淳　
　

田　

下

國
府
田　

陸り
く　

男　

宏　

幸　

加　

養

猪
野
木
奨し
ょ
う
た大　

男　

祐　

一　

平
川
戸

塚
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善よ
し
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男　
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原

山
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琉る

依い　

女　
　

昇　
　

田　

下

磯
山　

好こ
の

葉は　

女　
　

仁　
　

大　

木

粟
野　

未み

来く　

女　

利　

治　

若
柳
乙

飯
塚　

心こ
こ

音ね　

女　
　

治　
　

下
妻
戊

内
山　

実み

彩さ　

女　

利　

男　

南　

原

渡
邉
ひ
か
り　

女　

博　

人　

村　

岡

坂
井
な
な
み　

女　

信　

行　

五　

箇

杉
山　

恵え

理り　

女　

好　

昭　

下
妻
丁

髙
山　

悠ゆ
う

太た　

男　

健　

太　

半　

谷

加
藤
由ゆ

貴き

菜な　

女　

貴　

行　

半　

谷

𠮷
原　

槇ま

希き　

女　
　

寛　
　

高
道
祖

野
村　

東と
う

正せ
い　

男　
　

治　
　

古　

沢

栗
崎　

斗と
う

綺き　

男　

光　

啓　

大
園
木

米
原　

天て
ん

翔と　

男　

徹　

也　

下
妻
丙

田
中　

友ゆ
う

渚な　

女　

浩　

一　

下
妻
乙

稲
見　

真ま

奈な　

女　
　

哲　
　

今　

泉

箱
守　

大や
ま

和と　

男　

祐　

矢　

下
木
戸

お
め
で
た
８
月
26
日
か
ら

９
月
25
日
ま
で
（届出順）

　

子
の
名　
　
性
別　
保
護
者　

住
所

お
く
や
み
８
月
26
日
か
ら

９
月
25
日
ま
で
（届出順）

　

死
亡
者　
　
年
齢　
世
帯
主　

住
所

ぴよぴよ教室
10:00 ～ 10:30

保

保 ３歳児健診
13:30 ～ 13:50

111065 7
小
在 古橋医院
西南医療 小友愛記念

1歳6か月児健診
13:30 ～ 13:50

保
小西南医療

小西南医療

1615 18171312 14
小
在 平間病院
西南医療 小友愛記念 小西南医療 小西南医療

2019 21

在 中岫産婦人科
医院

小西南医療 小友愛記念 小西南医療
2322 24
小西南医療

43

保 すくすく相談
13:30 ～

98
小西南医療

小西南医療

保 マタニティクラス
13:30 ～ 15:30

保 元気アップ教室
9:30 ～ 10:30

保 遊びの広場
10:00 ～ 10:30

保 １歳児相談
13:30 ～ 13:50

26
小
在 鯨井内科
西南医療

25

５か月児健診
13:10 ～ 13:30

保

千 キッズクラブ
10:00 ～ 10:30

小西南医療

27
小友愛記念

28
小西南医療

3029
小西南医療

千 ポリオ生ワクチン
14:00 ～ 14:30

ＢＣＧ接種
14:00 ～ 14:30

保

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合

　
は
、
お
届
け
の
際
に
市
民
課
窓
口
に

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

21
小西南医療

在 浅田医院
小友愛記念

子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

保

子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

千子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

千子宮・骨粗検診
13:00 ～ 13:30

千

在 渡辺クリニック



古紙配合率100%再生紙を使用しています

中島瑞
みず

望
ほ

ちゃん（鯨）
～貫一・まゆ美さんの次男～

　大好きなひいおばあちゃんと
毎日一緒にボールでポンポン。
歩くの上手、歩行器でス～イス
イ。お兄ちゃんと仲良く元気に
育ってね。

山本琉
る

生
い

ちゃん（下妻丙）
～悟・舞衣子さんの長男～

　お話が大好きなルイくん。い
つも一日あった出来事を話し
てくれます。おかげで山本家は
いつもにぎやかで楽しい毎日で
す。これからも色々なことにチ
ャレンジしていこうね。

渡邉空
そら

音
ね

ちゃん（中郷）
～賢・佳代さんの長女～

　最近、ハイハイや立って歩く
ことを覚え、行動範囲が広くな
ったね。空音ちゃんの笑顔は家
族みんなを和ませてくれるよ。
パパとママの大切な宝物です。
これからの成長が楽しみ。優し
い子になってね。

小さなふれあいを求めて
“夢はたこ焼き屋さん”

早 川 光 子 さん（下妻戊）

　

私
は
、
現
在
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
目
に
な
り
仕
事
に
も
慣
れ

て
き
ま
し
た
。
最
近
腰
、
膝
の
痛

み
な
ど
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

運
動
の
た
め
以
前
か
ら
興
味
の
あ

っ
た
踊
り
を
習
い
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
つ
と

思
い
、
マ
ジ
ッ
ク
教
室
と
カ
ラ
オ

ケ
教
室
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。
踊

り
で
は
、
７
月
に
伊
勢
神
宮
の
能

舞
台
で
舞
を
奉
納
し
カ
ラ
オ
ケ
で

は
来
年
６
月
に
発
表
会
を
す
る
予

定
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
い
か
し
こ
れ

か
ら
先
計
画
し
て
い
る
夢
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
誰
で
も
気
兼
ね

な
く
立
ち
寄
れ
る
温
か
み
の
あ
る

た
こ
焼
き
屋
さ
ん
を
作
る
こ
と
で

す
。
夢
が
実
現
す
る
ま
で
健
康
で

今
の
生
き
が
い
を
大
切
に
一
日
一

日
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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前月登場の諏訪玲子さんからの紹介
～わたしからあなたへ～～わたしからあなたへ～ VOL.

10

前列中央が早川さん

＊このコーナーに掲載をご希望の方は、
　秘書課広報広聴係（内線 1212）にご連絡ください。


